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 6 月
定例会

敦賀市議会

議 会 だ よ り

議会報告会を
開催しました

ご参加いただいた皆様ありがとうございました

（平成３０年５月２３日）
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意 見 書 の 提 出

　６月定例会で、議会提出議案として提出された意見書案が可決され、関係行政庁に提出いたし

ました。意見書の件名及び内容は下記のとおりです。

　消費生活相談体制の整備等、地方消費者行政の充実・強化は、国による地方消費者行政活性化基金や地方

消費者行政推進交付金等の措置によって一定の前進が図られてきた。一方で、この交付金措置が平成２９年

度で一区切りを迎えようとする中、自主財源の確保や人員（行政職員・消費生活相談員）措置、消費者安全

確保地域協議会（見守りネットワーク）の設置が進まない等の課題が残されている。

　こうした中、平成３０年度予算に向けて、地方から国に対して６０億円を超える地方消費者行政推進交付

金の予算要求がなされたが、２４億円が認められるにとどまり、地方公共団体の要請に対し、国が全く応え

られていない結果となっている。国による交付金措置が後退することにより、消費生活相談体制が維持でき

なくなるなど、地方消費者行政も後退していく懸念がある。

　消費者庁には地方支分部局がないことも相まって、地方消費者行政の機能強化が進まない場合、消費者被

害情報の収集・分析、法執行、消費者被害防止の広報啓発等、国の消費者行政が進まないことも懸念される。

　よって、国においては、地方消費者行政推進交付金の後継交付金措置をはじめ、以下のことについて対応

されるよう要望する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　平成３０年度の地方消費者行政に係る交付金減額が地方公共団体に及ぼす影響を、具体的に把握すると

ともに、平成３０年度本予算で確保できなかった交付金額について、国として補正予算で手当てすること。

２　平成３１年度の地方消費者行政に係る交付金を、少なくとも平成２９年度までの水準で確保すること。

３　地方公共団体が消費者相談を受け、相談情報をＰＩＯ ‐ ＮＥＴへ登録することや、悪質業者に対する行

政処分を行うことが、その地域の消費者のみならず、国が行う制度改革や法執行、情報提供などを通じて国

の消費者行政につながっているという点を踏まえ、地方公共団体のこのような事務費用に対する国の恒久的

な財政措置について検討すること。

○地方消費者行政に対する財政支援の継続・拡充を求める意見書

　２

　　

定
例
会
初
日
の
６
月
５
日
に
、
原
幸
雄
議

長
、
田
中
和
義
副
議
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
辞
職

願
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
に
て
い
ず
れ
も
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
正
副
議
長
選
挙
を
行
っ
た

結
果
、
第
55
代
議
長
に
和
泉
明
議
員
、
第
57

代
副
議
長
に
福
谷
正
人
議
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
改
選
に
伴
い
、
各
委
員
会
の
構
成

に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
で
掲

載
を
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
委
員

会
名
列
に
つ
い
て
は
敦
賀
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
し
く
は
市
役
所
５
階
議
会
事
務
局

に
て
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　   副議長

福谷　正人

議
長
に
和
泉
氏
、

副
議
長
に
福
谷
氏
を
選
出

委
員
会
構
成
の
変
更

　　議長

和泉　　明
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５
月
23
日
（
水
）
プ
ラ
ザ
萬
象
大
ホ
ー
ル

に
て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

今
回
は
３
月
定
例
会
の
報
告
の
後
に
意
見

交
換
の
部
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
交
換
の
部

で
は
来
場
者
を
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て

議
員
と
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
今
回
の
意
見
交
換
の

部
は
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考

に
、
次
回
に
向
け
て
準
備
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

報
告
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

◎
回
答
者
数　

35
名

　
（
男
性
30
名
、
女
性
4
名
、
無
回
答
１
名
）

◎
年
齢

ー
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
ー

◎
議
会
報
告
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
し
て
知
り
ま
し
た
か
？

◎
議
会
報
告
会
に
参
加
を
決
め
た
理
由
は
何

で
す
か
？

◎
今
回
の
議
会
報
告
会
は
い
か
が
で
し
た

か
？

◎
報
告
会
の
内
容
で
良
か
っ
た
も
の
は
何
で

す
か
？

◎
今
回
の
開
催
回
数
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま

す
か
？

ー
議
会
の
広
報
に
つ
い
て
ー

◎
年
に
４
回
発
行
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
読

ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

◎
議
会
だ
よ
り
の
中
で
好
き
な
記
事
、
楽
し

み
に
し
て
い
る
記
事
は
何
で
す
か
？

◎
議
会
報
告
会
に
関
す
る
ご
意
見
（
抜
粋
）

・
全
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
ス
マ
ー
ト
な
進

行
で
あ
っ
た
。

・
今
回
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
意
見
交
換
は

た
く
さ
ん
の
見
方
に
よ
る
違
う
考
え
方
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
特
に
よ
か
っ
た
。

　

５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
議
会
報
告
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
結
果
と
、
報
告
書
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

３０代
４０代
５０代

６０代
７０歳以上

３％

２３％

２４％
２９％

２１％

常任委員会審査報告
特別委員会中間報告
一般質問
審議結果一覧
議会日誌
その他

表紙

２３％

１８％４４％

５％
３％

５％

２％

意見交換の部の様子

１１％

６％

４％

８％

３３％

１９％

１１％

８％

広報つるが
議会だより
新聞
テレビ（ＲＣＮなど）
ホームページ
ポスター
回覧板
チラシ

報告内容に興味があった
意見交換に興味があった
報告する議員に興味があった
その他

５８％

１６％

１６％

１０％

４０％
１３％

敦賀市議会の役割と予算編成
について
前年度の報告会で寄せられた
意見についての報告
３月定例会の報告

市議会、市政へのご意見
無回答

意見交換の部

１２％

１９％
６％ １０％

開催回数が少ない
ちょうどいい
無回答

３４％

１４％

５２％

３％

良い
どちらかといえば良い
ふつう
どちらかといえば良くない
良くない
無回答

３７％
３１％

２９％

０％
０％

４９％

１４％

３７％

毎回必ず読む
ときどき読む
読んだことがない
発行されていることを
知らない
無回答

０％
０％
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◎
庁
舎
建
設
基
本
計
画
策
定
等
事
業
費
に
つ

い
て

　
　

地
中
熱
利
用
の
可
能
性
を
調
査
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
調
査
の
結
果
が
よ
く

な
い
場
合
は
利
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
　

ど
の
よ
う
な
熱
源
を
、
ど
の
よ
う
な
割

合
で
使
う
の
が
よ
い
か
を
調
査
す
る
も
の
で

あ
り
、
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
調
査
で

あ
る
。

◎
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
費
に
つ
い
て

　
　

指
定
管
理
者
の
決
定
を
待
た
ず
に
改
修

を
進
め
る
の
か
。

　
　

消
防
や
音
響
設
備
の
経
年
劣
化
等
の
必

要
部
分
の
改
修
で
あ
り
、
新
た
な
機
能
強
化

を
目
的
と
し
て
い
な
い
た
め
、
指
定
管
理
者

選
定
と
並
行
で
行
っ
て
い
き
た
い
。　
　

　　
　
　

生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
費
に

つ
い
て
は
、
段
階
的
に
支
給
を
引
き
下
げ
る

国
の
生
活
保
護
制
度
の
あ
り
方
に
納
得
で
き

ず
、
こ
の
制
度
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
も
反
対

で
あ
る
。
ま
た
、
観
光
案
内
看
板
補
修
等
事

業
費
の
敦
賀
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
歓
迎
塔
の

補
修
に
つ
い
て
は
、
歓
迎
塔
設
置
時
か
ら
反

対
で
、
今
回
の
修
繕
は
安
全
の
た
め
や
む
を

得
な
い
が
、
経
費
が
高
額
で
賛
同
で
き
な
い
。

　
　

　

賛
成
多
数　

　

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　
　

特
例
措
置
に
よ
り
敦
賀
市
の
固
定
資
産

税
の
増
減
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

事
業
者
の
経
営
状
況
等
に
よ
る
た
め
、

見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。

　
　

特
例
措
置
の
開
始
ま
で
ど
の
く
ら
い
の

期
間
が
か
か
る
の
か
。

　
　

７
月
か
ら
導
入
促
進
基
本
計
画
の
策
定

に
入
る
。
平
成
31
年
1
月
か
ら
特
例
の
対
象

と
な
る
機
械
装
置
等
に
つ
い
て
の
税
務
申
告

受
付
を
開
始
し
、
平
成
31
年
度
か
ら
３
年
度

分
の
特
例
措
置
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

全
会
一
致

  

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　
　

番
地
は
今
使
っ
て
い
る
も
の
と
同
じ
に

な
る
の
か
。

　　
　

大
字
名
は
市
野
々
町
１
丁
目
ま
た
は
市

野
々
町
２
丁
目
と
な
り
、
そ
れ
以
後
の
番
地

も
全
て
新
た
に
設
定
す
る
。

　

全
会
一
致

  

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　
　
　

詐
欺
の
件
数
が
右
肩
上
が
り
で
ふ
え

て
き
て
い
る
。
行
政
と
し
て
消
費
者
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
、
消
費
者
行
政
の
窓
口
に
つ

い
て
の
予
算
は
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の

国
の
フ
ォ
ロ
ー
は
大
事
で
あ
り
、
国
か
ら
の

交
付
金
を
維
持
し
て
ほ
し
い
と
い
う
陳
情
を

採
択
す
る
の
は
よ
い
と
思
う
。

　
　
　

な
ぜ
減
額
さ
れ
た
の
か
と
い
う
と
こ

ろ
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
賛
成
す
る
の
が
当

然
と
い
う
思
い
に
は
な
ら
な
い
が
、
必
要
性

は
感
じ
て
い
る
。     

　
　

　
　
　

国
が
地
方
消
費
者
行
政
支
援
に
係
る

予
算
を
削
減
し
た
こ
と
で
、
行
政
と
し
て
消

費
者
に
対
す
る
十
分
な
相
談
体
制
が
と
れ
な

い
と
い
う
不
安
や
心
配
が
あ
る
。本
陳
情
は
、

国
に
予
算
を
維
持
し
て
ほ
し
い
と
い
う
内
容

で
あ
る
た
め
、
採
択
し
、
意
見
書
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

　
全
会
一
致

  

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

　
　
予 

算 

決 

算

常
任
委
員
会
　
　

［
第
40
号
議
案
］ 

平
成
30
年
度
敦
賀
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　常任委員会は、 本会議での議決 （最終意思決定） の前に、
議案や請願などを詳細に審査する場です。 常 任 委 員 会 審 査 報 告

［
第
42
号
議
案
］ 

敦
賀
市
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
の
件

討
　
論

採
　
決

採
　
決

反
対討
　
論

質
　
疑

答問

答　
　
総 

務 

民 
生

常
任
委
員
会
　
　

質
　
疑

［
陳
情
第
１
号
］ 

地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
財
政
支
援

（
交
付
金
等
）
の
継
続
・
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

採
　
決

意
見

意
見

賛
成

［
第
45
号
議
案
］ 

町
の
区
域
及
び
名
称
の
新
設
の
件

質
　
疑

採
　
決

問 答

問

答

問

答 問

市民文化センター
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［議案の委員会付託］
議案を詳しく検討す

るため、議長が各委

員会へ審査を付託

本
会
議

　付託議案の説明→［質疑］
→議員同士の自由討議→［討論］
→賛成か反対かを表明→［採決］

⇨

［委員長報告］
審査を行った各委員会の委員長が、

審査の経過と結果を報告

→［質疑］→［討論］→［採決］

本
会
議

委 員 会 審 査

５

⇨

　
　

第
２
条
第
３
号
に
、
空
き
家
等
に
つ
い

て
、「
居
住
そ
の
他
の
使
用
が
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
常
態
で
あ
る
も
の
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
態

の
建
物
が
空
き
家
等
と
な
る
の
か
。

　
　

法
や
条
例
の
定
義
で
は
、「
居
住
そ
の

他
の
使
用
の
部
分
で
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い

状
態
が
常
で
あ
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
期
間
に
つ
い
て
は
、「
お
お
む
ね
１

年
を
目
安
と
す
る
」
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ

り
、
こ
れ
ら
を
目
安
に
判
断
し
て
い
く
形
に

な
る
。

　
　

第
11
条
第
１
項
に
「
空
き
家
等
の
所
有

者
等
に
関
す
る
情
報
の
利
用
に
お
い
て
、
固

定
資
産
税
の
課
税
そ
の
他
の
事
務
の
た
め
に

保
有
す
る
情
報
を
必
要
な
限
度
に
お
い
て
利

用
で
き
る
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
過
程

を
経
て
情
報
を
利
用
す
る
の
か
。
ま
た
、
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
問
題
な
い
の

か
。

　
　

近
所
で
の
聞
き
取
り
、
法
務
局
で
登
記

の
情
報
を
得
る
等
、
調
査
を
行
っ
た
が
空
き

家
等
の
所
有
者
に
つ
い
て
判
明
し
な
い
場
合

は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
た
め
に
得
た
情

報
を
利
用
し
て
い
く
形
で
考
え
て
い
る
。
空

き
家
等
の
所
有
者
を
特
定
す
る
重
要
な
情
報

に
な
る
が
、
個
人
情
報
で
あ
る
た
め
、
空
き

家
等
の
適
切
な
管
理
と
い
う
観
点
に
お
い
て

の
み
使
用
し
、
慎
重
に
取
り
扱
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

空
き
家
が
全
国
的
に
ふ
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
条
例
の
必
要
性
も
分
か
る
が
、
空

き
家
等
へ
の
立
ち
入
り
調
査
に
つ
い
て
、
市

長
が
指
定
す
る
職
員
、
又
は
委
任
す
る
者
と

い
う
こ
と
で
、
外
部
委
託
の
話
が
あ
っ
た
。

個
人
の
財
産
の
問
題
で
も
あ
る
た
め
、
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
慎
重
に
行
っ

て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
敦
賀
市
が
き
ち
ん
と

担
う
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
　
　

敦
賀
市
の
条
例
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
全
国
の
条
例
に
比
べ
て
も
標
準
的
に

な
っ
て
お
り
評
価
し
た
い
と
思
う
。
行
政
代

執
行
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
る
た
め
、
規
定
や
要
綱
で
し
っ

か
り
定
め
て
い
た
だ
き
、
き
め
細
か
く
対
応

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　

賛
成
多
数

  

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　
　

造
成
工
事
を
す
る
際
の
土
に
つ
い
て
、

ど
こ
か
ら
受
け
入
れ
を
す
る
の
か
。

　
　

土
に
つ
い
て
は
一
部
購
入
す
る
が
、
新

幹
線
関
係
及
び
高
速
道
路
関
係
の
工
事
に
よ

り
発
生
す
る
土
の
受
け
入
れ
を
計
画
し
て
い

る
。

　

全
会
一
致

  

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　
　
「
そ
の
１
工
事
」
及
び
「
そ
の
２
工
事
」

に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
内
容
を
伺
う
。

　
　
「
そ
の
１
工
事
」
に
つ
い
て
は
、
直
接

仮
設
工
事
、土
工
事
、地
業
工
事
、鉄
筋
工
事
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
、
型
枠
工
事
、
鉄
骨
工

事
、
組
積
工
事
、
防
水
工
事
、
左
官
工
事
で

あ
る
。
本
体
の
躯
体
に
関
す
る
も
の
と
、
一

部
仕
上
げ
関
係
の
工
事
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
「
そ
の
２
工
事
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
発

注
予
定
だ
が
、「
そ
の
１
工
事
」
以
外
の
内

外
装
工
事
、
金
属
工
事
、
タ
イ
ル
工
事
、
建

具
工
事
、
昇
降
機
設
備
工
事
、
一
部
外
溝
工

事
な
ど
仕
上
げ
関
係
の
工
事
が
主
と
な
っ
て

く
る
。

　　
　
　

駅
前
立
体
駐
車
場
の
工
事
に
つ
い
て

は
今
ま
で
も
、
身
の
丈
以
上
の
工
事
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
反
対
を
し
て
い
る
。
今
回
も

反
対
で
あ
る
。

　

賛
成
多
数

  

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

［
第
47
号
議
案
］ 

敦
賀
駅
前
立
体
駐
車
場
新
築
そ
の
１
工

事
請
負
契
約
の
件

質
　
疑

採
　
決

［
第
46
号
議
案
］ 

敦
賀
市
第
２
産
業
団
地
整
備
事
業
分
譲

地
Ｂ
造
成
工
事
請
負
契
約
の
件

採
　
決

採
　
決

質
　
疑

反
対

賛
成

反
対

質
　
疑

　
　
産 

経 

建 

設

常
任
委
員
会
　
　

［
第
４１
号
議
案
］ 

敦
賀
市
空
き
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関
す

る
条
例
制
定
の
件

討
　
論

討
　
論

問

答

問答

問答

問答

これから造成工事が行われる分譲地Ｂ（田結地区）
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放
課
後
児
童
支
援
員
に
必
要
な
県
が
行

う
研
修
を
受
け
る
た
め
の
資
格
要
件
と
し
て
、

「
学
校
の
教
諭
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
」
と

い
う
規
定
を
、「
教
員
免
許
状
を
有
す
る
者
」

に
改
正
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
免
許
状
を

更
新
し
て
い
な
く
て
も
、
持
っ
て
さ
え
い
れ

ば
研
修
を
受
け
る
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と

か
。

　
　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

免
許
状
を
更
新
し
て
い
な
く
て
も
研
修

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
何
十
年
も
前
に
免
許
状
を
と
っ
て
い
る

方
は
資
質
と
し
て
大
丈
夫
な
の
か
。

　
　

教
員
免
許
状
を
有
す
る
者
は
、
教
育
職

員
と
し
て
一
定
の
資
質
を
有
す
る
と
解
釈
し

て
い
る
。

　

賛
成
多
数　

　

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　
　

条
例
の
一
部
改
正
の
も
と
と
な
る
施
行

令
の
改
正
に
よ
っ
て
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
方
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
明
確
に
変
わ
る
の
か
。

　
　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方

の
自
己
負
担
割
合
の
計
算
方
法
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
は
譲
渡
所
得
に
関
す
る
特
別
控
除

額
を
差
し
引
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
の

改
正
か
ら
差
し
引
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

全
会
一
致

   

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　

５
月
24
日
に
「
い
じ
め
防
止
対
策
に
つ
い

て
」
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
教

育
委
員
会
か
ら
「
平
成
29
年
３
月
に
県
内
の

学
校
で
発
生
し
た
事
案
後
の
対
応
に
つ
い

て
」、「
現
在
の
検
討
状
況
の
進
捗
に
つ
い
て
」

及
び
「
責
任
体
制
に
つ
い
て
」
の
３
項
目
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

［
第
44
号
議
案
］ 

敦
賀
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
の
件

質
　
疑

［
第
43
号
議
案
］ 

敦
賀
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
の
件

採
　
決

質
　
疑

採
　
決

　
　
文 

教 

厚 

生

常
任
委
員
会
　
　

　議会運営委員会では、議会改革の取り組みと市庁
舎の議事堂機能について大分県大分市、山口県防府
市、熊本県玉名市を視察してきました。
　大分市では、「決算審査における事務事業評価」、

「若年層との意見交換会」、「議員政策研究会」につ
いて調査しました。若年層との意見交換会は、高校
や大学、専門学校へ議員が出向き、参加者とフリー
トークで意見交換するユニークな取り組みでした。
単なる高校生議会とは違い、自由で活発な意見が出
るようで、若者の政治への関心を高めるのに有意義
だと感じました。
　防府市では、「議会報告会」、「議会懇談会」、「政
策討論会」について調査しました。議会懇談会は、
市民や団体からの申し込みにより議会の委員会との
懇談会を実施するというものです。教育や福祉関係
のテーマが多く、意見書や決議書の提出などに結び
ついているとのことでした。
　大分市では「議員政策研究会」が、防府市では「政
策討論会」が実施されています。これらは、議案に
なっていない重要な政策や喫緊の課題を議員間で議

論し、条例案を提案したり、市長に対する政策提言
をするというものです。市議会は、基本的には市（理
事者）から提案された予算案や条例案を議論し、議
決しますが、「政策討論会」などは議会側からアク
ションして提案していく試みです。敦賀市議会でも
取り組みたいことの一つです。
　玉名市では、「新庁舎建設に伴う議場の整備状況」
について調査しました。玉名市の新庁舎の議場には
電子表決システムや音響に難聴者用アンプを採用さ
れているなど、敦賀市の新市庁舎の議場にも参考に
なります。
　今回の視察でも敦賀市議会に導入したいことや研
究したいことが多くあり、意義深い視察となりまし
た。

議会運営委員会　（５月 16 日～ 18 日）

視 察 報 告行 政

答 問

問 答 問答
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　総務民生常任委員会では、福岡県北九州市、鹿児
島県鹿児島市、宮崎県都城市を視察しました。
　福岡県北九州市では「定住・移住の促進」の取り
組みを調査しました。北九州市はピーク時より人口
が１１万人減少し、現在では９６万人となりました。
そこで定住・移住促進のために、政令都市の中で一
番物価が安いことや、公共交通機関の便がよいこと
などのＰＲに力を入れているとのことでした。また、

「お試し居住」や「Ｕ・I ターン応援プロジェクト」、
東京事務所を活用した「北九州ライフセミナー」な
どの移住促進事業を行っています。敦賀市において
もこのような事例を参考にしながら効果的な事業を
進めていきたいと改めて認識しました。
　鹿児島県鹿児島市では、環境問題についての啓発
施設「かごしま環境未来館」を視察しました。この
施設には屋上の全面芝生化、床にはパイプを通し外
気を入れ冷房として活用するアースピット、街灯に
は風力と太陽熱で発電するハイブリッド型照明など
が取り入れられ、同規模施設の５０％程度の省エネ
を実現しています。敦賀市も市庁舎をはじめ大型公
共施設の建設が予定されているため、大変参考にな

りました。また、市内の環境問題に取り組む団体や
事業者と市民が一緒に学習する「地球まるごと共育
講座」の事例もとても興味深いものでした。

　宮崎県都城市における「ふるさと納税の取り組み」
では、ふるさと納税を地方創生推進の重要施策とし
ており、都城市のふるさと納税額は全国１位です。
寄付額は、平成２６年度は５億円だったものが、平
成２８年度は７３億円（収支の純利益は１５億円）
と右肩上がりで増加しています。その要因は、日本
一の返礼品還元率を掲げ、返礼品を肉と焼酎の二つ
のみに特化し、「都城市といえば肉と焼酎」というイ
メージを前面に打ち出した結果とのことでした。敦
賀市も、地場産のものを返礼品とすることで独自性
を出し、地場産業を活性化できると感じました。

総務民生常任委員会　（７月３日～５日）

視 察 報 告行 政

　産経建設常任委員会では、群馬県安中市、新潟県
新潟市、山形県酒田市へ視察に行きました。
　群馬県安中市では、見て、触れて、体験できる峠
と鉄道の歴史をコンセプトにした「碓氷峠鉄道文化
むら」を視察。鉄道車両を整備する技術者の後継者
問題といったソフト面や、開業 20 年を迎え整備費
用等のハード面の負担の大幅増加が課題として挙げ
られ、今後敦賀市で行う金ケ崎地区周辺整備におい
ても、鉄道関連の充実を図る上で参考になりました。

　新潟県新潟市の新潟市西蒲原土地改良区では、圃
場下にパイプを通し地下水位を調整することによっ
て、水田と畑の切り替えがスムーズにできるフォア
ス自動給排水について学び、今後整備される敦賀市
の農地の大区画や用排水路整備の参考になりました。

　山形県酒田市では、酒田市の観光の課題として、
知名度の低さや既存観光施設が観光客ニーズと乖離
している点、関係機関の連携不足を挙げています。
この課題は敦賀市も同様で、酒田市の観光の課題解
決に向けた取り組みである歴史、伝統、食文化、自
然景観等の既存のものを活用した観光戦略は、敦賀
市にも有用なヒントがありました。今回の視察での
学びを生かして、敦賀市の発展につながるよう私た
ちも取り組んでいきたい所存です。

産経建設常任委員会　（７月３日～５日）

「碓氷峠鉄道文化むら」を視察

フォアス自動給排水を視察

「かごしま環境未来館」を視察
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人
身
事
故
・
災
害
と
し
て
、
管
理
区
域
内

に
お
け
る
落
下
事
象
に
よ
る
怪
我
人
の
発
生

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
事
故
が
発
生
し

た
原
因
の
確
認
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。そ
の
中
の
主
だ
っ
た
意
見
に
対
し
て
、

市
側
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

事
故
・
災
害
等
の
事
象
が
起
き
た
後

の
、
行
政
側
の
対
応
等
に
つ
い
て
も
報
告
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
今
後
重
大
な
工
事
を
す
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
指
導
し
て
ほ

し
い
。

　
　
　

市
の
対
応
に
つ
い
て
も
報
告
す
る
方

向
で
考
え
た
い
。
ま
た
、
７
月
か
ら
の
燃
料

移
送
は
、
慎
重
の
上
に
も
慎
重
に
、
万
全
の

準
備
を
整
え
て
安
全
着
実
に
進
め
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
は
常
々
伝
え
て
い
る
が
、
そ

の
前
に
こ
の
よ
う
な
事
象
が
発
生
し
た
こ
と

は
、
今
後
の
作
業
の
あ
り
方
自
体
に
不
安
を

抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
燃
料
移
送
作

業
の
際
に
は
こ
の
よ
う
な
過
ち
が
な
い
よ
う

に
、
事
業
者
に
念
押
し
し
た
い
。　
　

　
　

宿
泊
、
飲
食
の
テ
ナ
ン
ト
導
入
に
あ
た

り
、
飲
食
機
能
な
ら
地
元
の
企
業
に
限
る
と

か
、
飲
食
店
の
数
を
限
定
さ
せ
る
と
い
っ
た

指
示
を
公
募
条
件
の
中
に
入
れ
て
い
く
の
か
。

　
　

地
元
企
業
に
限
る
な
ど
の
厳
し
い
要
件

を
義
務
と
し
て
課
す
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
し

な
い
予
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
貢
献
ま

た
は
地
域
と
の
共
存
に
関
す
る
提
案
は
、
き

ち
ん
と
提
案
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

店
舗
数
に
つ
い
て
も
、
事
業
者
の
判
断
に
任

せ
た
ほ
う
が
事
業
と
し
て
も
安
定
す
る
の
で

こ
ち
ら
で
決
め
る
予
定
は
な
い
。

　
　

基
本
的
な
方
向
性
は
書
か
れ
て
い
る

が
、
利
用
者
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
子
ど
も

や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど
幅
が
広
す
ぎ
る
と
感

じ
る
。
目
的
に
対
し
て
、
も
う
少
し
整
理
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

　
　

サ
ー
ビ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
本
市
の
方

向
性
に
対
し
て
民
間
事
業
者
の
専
門
的
な
情

報
も
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
提
案
を
受
け

る
中
で
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
利
用
者

に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
時
間
帯
に
よ
っ
て
変

わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
平
日

の
午
前
か
ら
午
後
は
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
連

れ
た
年
配
者
、
下
校
時
は
学
生
、
少
し
遅
く

な
っ
た
ら
大
人
の
方
々
。
ま
た
土
日
は
若
い

親
子
連
れ
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
曜
日
と
時

間
帯
に
よ
っ
て
変
化
す
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
ス

ペ
ー
ス
と
運
営
方
法
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　
　

　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
も
、
施

設
を
統
合
し
て
合
理
化
し
て
い
こ
う
と
い
う

中
で
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
講
堂
で
の
２
階

建
て
の
新
た
な
建
物
を
建
て
る
こ
と
に
も
な

り
、
本
当
に
必
要
性
は
あ
る
の
か
。

　
　

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
講
堂
を
防
災
拠
点

機
能
の
充
実
と
し
て
活
用
し
た
い
と
い
う
方

向
性
が
あ
る
。
発
災
時
に
は
、
１
階
の
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
は
窓
口
業
務
、
罹
災
証
明
書
等

の
発
行
業
務
に
転
用
し
、
２
階
の
講
堂
は
、

避
難
所
に
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
緊
急

時
の
一
時
的
避
難
所
と
し
て
利
用
し
た
い
。

　
　

付
加
制
震
で
十
分
、
耐
震
性
能
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
は
大
丈
夫
だ
と
い
う

説
明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

全
面
を
免
震
に
し
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
っ
た
が
、
経
費
、
工
期
等
の
問
題
が
あ

る
。
震
度
７
程
度
の
大
規
模
地
震
が
複
数
回

起
こ
っ
た
場
合
も
耐
え
ら
れ
る
設
計
が
可
能

と
い
う
こ
と
で
免
震
プ
ラ
ス
付
加
制
震
の
案

で
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
原
子
力
発
電
所

特 

別 

委 

員 

会
　
　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
に
つ
い
て

新
幹
線
対
策
　
　
　
　

　
　
　
　
特 

別 

委 

員 

会

公
共
機
能
と
し
て
の
知
育
・
啓
発
機
能

に
つ
い
て

敦
賀
駅
西
地
区
に
お
け
る
土
地
活
用
事

業
の
公
募
方
針
に
つ
い
て

質
　
疑

質
　
疑

質
　
疑

意
見

回
答

市
庁
舎
建
設
基
本
計
画
案
に
つ
い
て

市
庁
舎
建
設
対
策
　
　
　
　

　
　
　
　
特 

別 

委 

員 

会

問答問

答

問 答 問答

　特別委員会とは、特定の案件について集中的に審査する必要

がある場合に、議会の議決によって設置される委員会です。
特 別 委 員 会 中 間 報 告

北
陸
新
幹
線
整
備
状
況
の
視
察

　

５
月
22
日
、
議
員
派
遣
と
し
て
新

北
陸
ト
ン
ネ
ル
や
新
幹
線
敦
賀
駅

東
口
等
の
現
地
を
視
察
し
、
鉄
道
運

輸
機
構
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
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項目一覧一 質般 問

◎別　所　　　治　議員
　１　市道 171 号線ＪＲ北陸線アンダーパス周辺の水害対
　　策について
　２　公共下水道事業について

◎石　川　栄　一　議員
　１　地域活性化のための観光拠点施設の推進について
　
◎前　川　和　治　議員
　１　北陸新幹線の受け皿づくりについて
　２　公民連携について

◎林　　　正　男　議員　　　
　１　敦賀駅西地区土地活用に係る公募方針について
　２　旧松原公民館跡地の活用について
　３　市長の政治倫理観について

◎堀　居　哲　郎　議員
　１　中心市街地の整備について

◎立　石　武　志　議員
　１　働き方改革と市非正規職員の処遇について

◎北　川　博　規　議員
　１　笙の川整備について
　　⑴　行政の使命
　　⑵　笙の川水系河川整備計画
　　⑶　想定被害
　　⑷　安全確保
　　⑸　来迎寺橋の改築
　　⑹　河口の堆砂への対応
　　⑺　木の芽川のＪＲ鉄橋

◎米　澤　光　治　議員
　１　敦賀市の人口問題とまちづくりについて
　　⑴　人口減少対策の目標と現在の状況
　　⑵　角鹿小中学校校区の人口維持
　　⑶　敦賀市の地域バランスのとれた発展

◎今大地　晴　美　議員
　１　松原小学校の事案について
　２　土地開発基金について
　３　情報公開について

◎大　塚　佳　弘　議員
　１　安全安心なまちづくりについて
　　⑴　通学路の安全優先（交通安全）の取り組みと課題
　　　への対応
　　⑵　街路樹の景観と伐採による安全への対応
　　⑶　地域防犯灯の設置基準と今後の対応
　２　第５期敦賀市障がい福祉計画・第１期敦賀市障がい
　　児福祉計画について
　　⑴　第５期敦賀市障がい福祉計画策定での数値目標と
　　　達成への方策
　　⑵　新規の第１期敦賀市障がい児福祉計画の重点取り
　　　組み
　３　災害に強い地域づくりについて
　　⑴　タイムライン（階段的な行動計画）への対応と実
　　　効性
　　⑵　ＪＲ北陸線アンダーパス道路冠水への取り組み
　　⑶　敦賀市の国土強靭化地域計画の今後の対応

◎山　本　貴美子　議員　　　
　１　生活困窮者への支援について
　　⑴　生活保護基準の改定の影響と減免制度の拡充
　　⑵　ひきこもり支援
　２　公立の保育園と幼稚園について
　　⑴　潜在的待機児童の解消
　　⑵　新保育指針等の問題

◎田　中　和　義　議員
　１　公共交通について
　２　防災対策について

◎山　崎　法　子　議員
　１　市営住宅入居時の連帯保証人の取り扱いについて
　２　小学校のプログラミング教育について

◎中　野　史　生　議員
　１　キハ 28形気動車の取り扱いについて
　２　ハーモニアスポリス構想における道路網可能性調査
　　について

◎浅　野　好　一　議員
　１　食育推進と学校給食について
　　⑴　敦賀市食育推進計画 [ 改訂版 ]
　　⑵　学校給食の今後の方向性
　２　まちづくり（観光資源整備）について
　　⑴　氣比神宮門前である神楽町整備
　　⑵　金ケ崎周辺施設整備計画
　　⑶　気比の松原
　　⑷　観光農園
　　⑸　その他

◎豊　田　耕　一　議員
　１　通学の安全確保について
　　⑴　自転車通学の生徒の現状と課題
　　⑵　バス通学の生徒の現状と課題
　　⑶　通学路の道路維持管理と道路整備

◎北　条　　　正　議員
　１　観光行政について
　　⑴　金ケ崎周辺施設整備基本計画
　　⑵　気比の松原とその周辺の観光振興について
　　⑶　ＩＣＯＣＡ導入
　２　市民が主役のまちづくりについて
　　⑴　男女共同参画センター
　　⑵　コミュニティモデル事業
　３　廃棄物処分場の管理と今後について
　　⑴　民間廃棄物処分場
　　⑵　安定型廃棄物処分場と不法投棄

　６月１３・１４・１５日の３日間、１７人の議員が一般質問を行いました。一 般 質 問

検 索敦賀市議会 すべての代表・一般質問を動画で視聴できます。
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市
道
１
７
１
号
線
Ｊ
Ｒ
北
陸
線
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
周
辺
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

問　
昨
年
の
台
風
で
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
周
辺
に

大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
伺
う
。

１
．
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
冠
水
原
因
と
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。
２
．
町
内
を
通
る
水
路
の
冠

水
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
１
．
笙
の
川
、
木
の
芽
川
及
び
深
川
の

水
位
上
昇
に
伴
い
、
若
泉
町
側
の
水
路
で

発
生
し
た
越
水
が
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
集
中
し
、
排

水
ポ
ン
プ
の
能
力
を
超
え
冠
水
し
た
。
対
策
と

し
て
、
市
道
１
７
１
号
線
沿
い
の
歩
道
の
転
落

防
止
柵
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
に
変
更
し
越
水

が
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
流
入
し
な
い
工
事
を
行
う
。

ま
た
、
市
管
理
の
深
川
は
昨
年
北
陸
本
線
よ
り

上
流
を
し
ゅ
ん
せ
つ
し
、
支
障
木
の
撤
去
を
実

施
し
た
。
今
年
度
は
、
下
流
側
を
し
ゅ
ん
せ
つ

す
る
ほ
か
、
東
洋
町
か
ら
若
泉
町
ま
で
の
深
川

全
川
で
除
草
を
実
施
す
る
予
定
。
木
の
芽
川
も
、

県
で
昨
年
し
ゅ
ん
せ
つ
を
実
施
し
て
お
り
、
今

年
必
要
に
よ
り
実
施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

２
．
深
川
が
増
水
し
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
が
閉
ま

り
、水
路
の
水
位
が
上
が
り
冠
水
し
た
。
対
策
は
、

根
本
的
に
は
笙
の
川
の
河
川
改
修
に
な
る
が
、
流

域
等
を
調
査
し
て
分
水
も
検
討
す
る
。

地
域
活
性
化
の
た
め
の
観
光
拠
点
施

設
の
推
進
に
つ
い
て

問　
古
く
か
ら
粟
野
地
区
に
残
っ
て
い
る

藤
原
利
仁
ゆ
か
り
の
歴
史
財
産
を
活
用

し
、
山
の
駅
、
道
の
駅
と
呼
べ
る
よ
う
な
観
光

拠
点
施
設
の
整
備
を
粟
野
公
民
館
の
南
側
を
適

地
と
し
て
提
案
す
る
。
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
の

整
備
計
画
を
こ
の
地
に
検
討
し
て
は
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

答　
非
常
に
魅
力
的
な
提
案
だ
と
感
じ
て

い
る
。
し
か
し
、
粟
野
公
民
館
周
辺
の

主
要
道
路
沿
い
に
観
光
施
設
を
整
備
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
費
用
や
内
容
の
検
討
や
、
ま
た
土

地
所
有
者
と
の
調
整
と
い
う
の
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。
直
ち
に
と
い
う
こ
と
は
少
し
難
し
い

か
と
思
う
が
、
検
討
し
て
い
く
。

　　
　

北
陸
新
幹
線
の
受
け
皿
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
後
の
目
玉
と

し
て
、
新
幹
線
敦
賀
駅
東
口
と
直
結
し

た
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
、

イ
ケ
ア
、
コ
ス
ト
コ
な
ど
大
型
商
業
施
設
の
誘

致
活
動
を
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
見
解
を

問
う
。答　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
関
係
者
と

敦
賀
市
で
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
た
。
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
は
広
大

な
面
積
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
土
地
の
確

保
、
集
客
面
で
課
題
が
あ
る
が
、
今
後
は
、
北

陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業
が
あ
り
、
大
型
ク
ル
ー

ズ
客
船
の
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。
こ
う

し
た
こ
と
を
材
料
に
、
既
存
店
舗
と
の
関
係
も

考
慮
し
な
が
ら
誘
致
の
可
能
性
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
き
た
い
。　

市
長
の
政
治
倫
理
観
に
つ
い
て

問　
市
長
の
政
治
倫
理
観
に
つ
い
て
質
問

す
る
。
県
外
他
市
及
び
福
井
市
、
坂
井

市
に
は
、
議
員
は
も
ち
ろ
ん
市
長
に
も
政
治
倫

理
条
例
が
あ
る
。
福
井
市
の
場
合
は
、
市
長
そ

の
配
偶
者
も
し
く
は
市
長
の
２
親
等
以
内
の
親

族
が
役
員
を
し
て
い
る
法
人
、
市
長
が
実
質
的

に
経
営
に
携
わ
る
法
人
は
、
市
も
し
く
は
出
資

法
人
と
の
間
の
工
事
、
製
造
そ
の
他
の
請
負
契

約
業
務
の
委
託
契
約
及
び
物
品
の
購
入
契
約
又
、

こ
れ
ら
の
契
約
の
下
請
も
し
く
は
再
委
託
に
関

す
る
契
約
を
締
結
し
て
は
な
ら
な
い
と
あ
る
。

他
市
町
に
条
例
が
あ
っ
て
、
敦
賀
市
に
条
例
が

な
い
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
市
長
に
伺
う
。

答　
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
敦
賀
市

長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
の

規
定
に
基
づ
き
、
資
産
公
開
や
所
得
の
公
開

に
加
え
、
役
員
を
務
め
る
会
社
の
名
称
、
住

所
、
充
て
職
も
透
明
性
と
い
う
こ
と
で
出
し
て

い
る
。
十
分
に
透
明
性
が
確
保
で
き
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
方
た
ち
の
た
め
に

将
来
的
に
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、

選
挙
で
選
ん
で
い
た
だ
く
中
で
市
民
の
皆
さ
ん

に
政
治
倫
理
に
つ
い
て
見
て
、
判
断
し
て
、
投

票
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

（政志会）

石川栄一

一般質問

一般質問

前川和治

（無所属）

（同志会）

林　正男

一般質問

一
般
質
問

（市民クラブ）

別所　治

一般質問
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中
心
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て

問　
現
在
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
を
見

据
え
整
備
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
人

道
の
港
敦
賀
新
ム
ゼ
ウ
ム
に
つ
い
て
、
総
事
業

費
と
し
て
約
12
億
７
千
万
を
想
定
し
、
収
支
試

算
で
は
年
間
支
出
で
５
千
５
百
万
、
収
入
で
は

３
千
３
百
万
と
、
差
し
引
き
２
千
２
百
万
の
赤

字
を
想
定
し
、
赤
字
分
は
市
予
算
で
補
填
の
予

定
を
し
て
い
る
。
私
は
こ
の
年
間
２
千
２
百
万

の
赤
字
は
あ
ま
り
に
も
金
額
が
大
き
い
と
考

え
、ま
た
市
民
の
方
々
か
ら
も
世
代
を
問
わ
ず
、

同
じ
よ
う
な
声
が
あ
る
。
ど
う
に
か
し
て
こ
の

赤
字
金
額
を
縮
小
す
べ
き
と
強
く
思
う
が
、
方

策
は
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
新
ム
ゼ
ウ
ム
は
敦
賀
市
内
へ
の
誘
導

を
促
す
中
核
施
設
と
な
る
こ
と
も
目
指

し
、
市
の
活
性
化
や
経
済
へ
の
波
及
効
果
も
考

え
て
い
る
。
一
方
で
管
理
運
営
方
法
な
ど
の
検

討
も
踏
ま
え
て
経
費
の
低
減
を
目
指
す
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
の
収
入
確
保
策
も
研
究
し
、
で
き
る

限
り
敦
賀
市
の
財
政
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

働
き
方
改
革
と
市
非
正
規
職
員
の
処

遇
に
つ
い
て

問　
退
職
し
た
市
の
非
正
規
職
員
の
多
く

が
正
規
職
員
と
の
格
差
を
指
摘
す
る
。
給

与
の
格
差
、
仕
事
の
内
容
や
量
、
職
場
に
よ
る

繁
忙
や
市
民
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
へ
の
正
規
職
員

の
対
応
不
足
な
ど
が
上
が
る
が
見
解
を
尋
ね
る
。

答　
窓
口
業
務
を
担
う
部
署
に
つ
い
て
は
非

正
規
職
員
が
市
民
へ
の
対
応
を
行
う
こ
と

が
多
く
、
苦
情
に
対
応
す
る
場
合
も
少
な
か
ら

ず
あ
る
。
た
だ
し
複
雑
な
案
件
や
対
応
に
時
間

が
か
か
る
ケ
ー
ス
の
ほ
か
、
重
要
な
事
務
処
理

等
に
つ
い
て
は
正
規
職
員
で
対
応
し
て
い
る
。

問　
働
き
方
改
革
法
案
で
は
、
賃
金
格
差

を
是
正
す
る
た
め
「
業
務
内
容
や
責
任

が
同
じ
な
ら
同
一
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
規
定
す
る
と
伝
わ
る
が
、
同
一
労

働
同
一
賃
金
、
雇
用
契
約
期
間
更
新
等
に
つ
い

て
今
後
の
改
善
計
画
策
等
を
尋
ね
る
。

答　
既
に
期
末
手
当
の
支
給
は
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
他
賃
金
体
系
や
勤
務
条
件
、

業
務
内
容
に
つ
い
て
も
国
の
関
連
法
案
の
状
況

に
よ
っ
て
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

笙
の
川
整
備
に
つ
い
て

問　
流
下
能
力
と
降
水
量
を
考
え
る
と
大

変
不
安
な
状
態
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
そ

れ
だ
け
の
雨
が
降
ら
ず
、
大
き
な
災
害
に
至
ら

な
か
っ
た
と
い
う
取
り
組
み
は
、住
民
に
安
心
・

安
全
を
与
え
る
と
い
う
治
水
対
策
と
は
到
底
考

え
ら
れ
な
い
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　
笙
の
川
の
整
備
は
、
市
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
た
め
に
市
の
最
重
要
課
題

と
し
て
認
識
を
し
て
い
る
。
近
隣
住
民
の
不
安

を
一
刻
も
早
く
解
消
す
る
た
め
、
一
日
も
早
い

工
事
着
手
に
向
け
て
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
県

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
河
口
部
の
流
下
能
力
の
維
持
が
河
川

に
と
っ
て
大
変
大
事
だ
が
、
河
口
の
堆

砂
は
笙
の
川
の
治
水
安
全
に
影
響
し
な
い
の
か
。

答　
現
在
の
堆
砂
は
港
湾
区
域
に
形
成
さ

れ
て
お
り
、
河
川
の
流
下
能
力
に
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
今

後
も
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
堆
砂
の
状
況

に
つ
い
て
観
測
し
、
河
川
の
流
下
能
力
が
低
下

す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
し
ゅ
ん
せ
つ
す

る
と
県
の
ほ
う
か
ら
聞
い
て
い
る
。

敦
賀
市
の
人
口
問
題
と
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

問　
敦
賀
市
の
人
口
が
目
標
、
予
想
を
上

回
る
ス
ピ
ー
ド
で
減
少
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
目
標
よ
り
も
大
き
く
人
口
減
少
が

進
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
原
因
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　
現
状
の
数
値
は
、
厳
し
い
状
況
と
受

け
と
め
て
い
る
。
依
然
社
会
減
が
継
続

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
原
因
は
特
定
が
困
難
な

で
あ
る
が
、
不
透
明
な
原
子
力
発
電
所
の
状
況

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
、
早
期
に

施
策
を
見
直
し
た
り
、
目
標
を
再
設
定

す
る
予
定
は
な
い
か
。

答　
目
標
値
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

施
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
目
標
値

の
達
成
の
た
め
に
実
施
す
べ
き
も
の
と
考
え
て

お
り
、
敦
賀
市
再
興
プ
ラ
ン
の
実
施
計
画
の
進

捗
状
況
等
か
ら
見
直
し
を
図
る
。
ま
た
、
社
会
、

経
済
環
境
の
大
き
な
変
化
に
対
応
す
る
た
め

に
、
適
宜
施
策
の
見
直
し
を
実
施
し
て
い
る
。

（同志会）

堀居哲郎

一般質問

一般質問

（同志会）

立石武志

北川博規

（市民クラブ）

一般質問

（市政会）

米澤光治

一般質問

一
般
質
問
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松
原
小
学
校
の
事
案
に
つ
い
て

問　
保
護
者
の
方
は
、
教
育
委
員
会
や
学

校
の
先
生
、
行
政
が
全
く
入
ら
な
い
第

三
者
委
員
会
に
よ
る
き
ち
ん
と
し
た
調
査
を
し

て
、
何
が
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い

と
望
ん
で
い
る
。
教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

答　
従
前
か
ら
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
第

三
者
委
員
会
の
設
置
は
、
子
ど
も
同
士

の
い
じ
め
と
捉
え
て
い
る
。
市
長
が
主
催
す
る

総
合
教
育
会
議
等
で
設
置
者
と
教
育
委
員
会
が

意
思
疎
通
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
協
議
を
進
め
て
い

る
と
私
ど
も
は
理
解
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
第
三
者
委
員
会
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
当
事
者
や
保
護
者
が
二
次
被
害
を
受
け

て
い
る
事
実
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

教
育
委
員
会
や
学
校
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
き
た
の
か
。
そ
れ
以
後
、
現
時
点
で
の
当
事

者
に
対
す
る
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
対
応
の
詳
細
は
個
別
の
内
容
と
な
る

の
で
こ
こ
で
お
答
え
で
き
な
い
。
市
教

育
委
員
会
と
し
て
、
当
該
児
童
を
含
め
て
全
て

の
児
童
生
徒
が
笑
顔
で
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
災
害
時
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

敦
賀
市
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
お
聞

き
す
る
。

答　
災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
図
上
訓

練
の
取
り
組
み
の
中
で
策
定
し
た
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
有
効
性
を
検
証
し
た
上
で
、
災
害

時
に
関
係
機
関
と
連
携
し
、
よ
り
迅
速
、
的
確

な
対
応
が
行
え
る
体
制
、
ま
た
、
住
民
に
対
し

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
勧
告
等
が
発
令
で

き
る
体
制
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

問　
昨
年
12
月
の
答
弁
に
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
ア

ン
ダ
ー
パ
ス
冠
水
時
の
水
位
監
視
装
置

の
設
置
計
画
に
つ
い
て
、
工
事
概
要
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
お
聞
き
す
る
。

答　
冠
水
監
視
装
置
は
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

に
水
位
計
、
遠
隔
監
視
装
置
及
び
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、
水
位
に
応
じ
て
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

の
前
後
に
設
置
し
た
電
光
掲
示
板
に
て
走
行
車

両
に
注
意
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
、
関
係
職
員

へ
即
時
通
報
す
る
も
の
で
、
時
期
に
つ
い
て
は

８
月
末
ま
で
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　
生
活
保
護
基
準
の
改
定
に
よ
り
、
今

年
10
月
か
ら
高
齢
者
や
多
人
数
世
帯
の

生
活
保
護
費
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
生
活
保
護
が

受
給
で
き
な
く
な
る
世
帯
も
出
て
く
る
。
生
活

困
窮
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
市
の
減
免

制
度
を
拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。

答　
国
保
税
及
び
医
療
費
の
窓
口
負
担
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
生
活
保
護
費
の
見

直
し
に
よ
り
減
免
の
対
象
外
に
な
る
方
は
い
な

い
た
め
、
減
免
制
度
を
拡
充
す
る
予
定
は
な
い
。

問　
子
育
て
世
帯
に
つ
い
て
は
生
活
保
護

費
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
一
方
で
、
入
学
準

備
金
が
増
額
と
な
る
。
就
学
援
助
の
準
要
保
護

へ
の
入
学
準
備
金
に
つ
い
て
は
自
治
体
独
自
の

基
準
で
支
給
し
て
い
る
た
め
、
ぜ
ひ
、
敦
賀
市

と
し
て
準
要
保
護
の
入
学
準
備
金
も
要
保
護
と

同
様
に
増
額
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答　
要
保
護
の
改
正
に
伴
う
準
要
保
護
の

児
童
生
徒
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
の
通
知

が
来
れ
ば
、
状
況
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
、
他
市

町
の
状
況
も
鑑
み
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

公
共
交
通
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
に
と
っ
て
バ
ス
は
生
活
に
欠

か
せ
な
い
物
で
あ
り
健
康
寿
命
、
医
療

費
削
減
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
重
要
だ
と
考
え

る
。
高
齢
者
の
事
故
も
多
発
し
て
い
る
中
、
免

許
自
主
返
納
を
促
す
取
り
組
み
の
中
に
定
期
券

を
加
え
て
は
ど
う
か
。
定
期
券
の
中
に
高
齢
者

枠
を
つ
く
り
、
選
択
肢
と
す
る
事
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

愛
発
公
民
館
へ
の
乗
り
入
れ
が
廃
止
さ
れ
た
。

公
民
館
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
で
あ

る
。
乗
り
入
れ
を
再
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答　
試
験
運
行
の
と
お
り
に
決
ま
っ
て
い

く
と
い
う
話
で
は
な
く
、
今
は
本
格
運

行
に
向
け
て
、
細
か
い
部
分
を
含
め
て
検
証
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
ま
た
、
み
な
さ

ん
の
声
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
新
疋
田
駅
は
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

の
可
能
性
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
駐
車

場
は
平
日
で
も
満
車
状
態
で
あ
り
、
駐
車
場
の

拡
張
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　
当
面
は
現
状
で
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（無所属）

今大地晴美

一般質問

（公明党）

大塚佳弘

一般質問

（無所属）

山本貴美子

一般質問

（市政会）

田中和義

一般質問

一
般
質
問
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市
営
住
宅
住
居
入
居
時
の
連
帯
保
証

人
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

問　
市
営
住
宅
を
必
要
と
す
る
住
宅
弱
者

に
住
ま
い
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
国

の
条
例
案
改
正
（
保
証
人
に
関
す
る
規
定
を
削

除
）
に
伴
い
、
敦
賀
市
に
お
い
て
も
条
例
改
正

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
入
居
希
望
者
の
視
点
に
立
ち
、
入
居
時

の
連
帯
保
証
人
要
件
や
免
除
の
規
定
の
見

直
し
に
つ
い
て
十
分
に
精
査
を
し
、
他
自
治
体

の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

小
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に

つ
い
て

問　
２
０
２
０
年
度
か
ら
本
格
実
施
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
必
修
に
伴
い
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を
活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実

と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
、
試
行
的

に
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
今
後
は

国
や
県
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
学
習
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
等
を
子
ど
も
た
ち
が
利
用
で
き
る
よ

う
な
環
境
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

キ
ハ
28
形
気
動
車
の
取
扱
に
つ
い
て

問　
駅
周
辺
に
は
港
と
鉄
道
の
ま
ち
敦
賀

を
示
す
も
の
が
何
も
な
い
。
新
幹
線
延

伸
に
向
け
、
キ
ハ
28
形
気
動
車
を
駅
周
辺
に
配

備
し
、
敦
賀
が
鉄
道
の
ま
ち
だ
と
い
う
こ
と
を

示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
ご
提
案
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
駅
周

辺
の
中
に
は
旧
鉄
道
の
車
両
な
ど
を
展

示
し
て
あ
る
例
も
あ
り
、
駅
前
に
お
け
る
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
の
参
考
例
と
す
る
。

ハ
ー
モ
ニ
ア
ス
ポ
リ
ス
構
想
に
お
け

る
道
路
網
可
能
性
調
査
に
つ
い
て

問　
黒
河
―
マ
キ
ノ
間
の
道
路
は
国
道

１
６
１
号
の
バ
イ
パ
ス
道
路
と
し
て
ラ

ン
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
県
道
を
国
道
に
切
り
換
え

て
新
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
道
路
網
調
査
に
取
り
組
む
中
で
、
実

現
が
何
よ
り
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
バ
イ
パ
ス
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
排
除
せ
ず
検
討
を
進
め
て
い
る
。

食
育
推
進
と
学
校
給
食
に
つ
い
て

問　
ふ
く
い
の
地
場
産
学
校
給
食
推
進
事

業
の
内
容
は
。
ま
た
給
食
に
「
敦
賀
ふ

ぐ
」
を
活
用
で
き
る
の
か
。

答　
敦
賀
産
、
福
井
産
の
農
林
水
産
物
の

食
材
を
利
用
し
た
給
食
を
ふ
や
し
、
関

連
し
た
授
業
を
行
う
。「
敦
賀
ふ
ぐ
」
に
つ
い

て
も
流
通
関
係
者
等
と
連
携
を
と
り
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
（
観
光
資
源
整
備
）
に

つ
い
て

問　
市
が
取
得
を
計
画
し
て
い
る
神
楽
１

丁
目
商
店
街
入
口
の
私
有
地
を
、
多
目

的
広
場
と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の

か
。答　

駐
車
場
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
だ
け
で
な

く
、
門
前
町
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
創
出

の
た
め
に
、
石
灯
籠
や
ミ
ニ
鳥
居
と
い
っ
た
景

観
シ
ン
ボ
ル
の
設
置
を
地
元
の
方
々
と
協
議
、

検
討
し
て
行
く
。　

（公明党）

山崎法子

一般質問

（市政会）

中野史生

一般質問

（市政会）

浅野好一

一般質問

請
願
・
陳
情
は

ど
な
た
で
も
で
き
ま
す

請
願
・
陳
情
と
は
…
…

　
市
政
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
直
接
市
議
会
に
意
見
や
要
望
で
き
る

制
度
で
す
。
紹
介
議
員
を
必
要
と
す
る

も
の
を
請
願
、
紹
介
の
な
い
も
の
を
陳

情
と
い
い
ま
す
。

　
提
出
期
限
は
、
各
定
例
会
の
告
示
日

（
開
会
日
の
１
週
間
前
）
の
前
日
、
午

後
５
時
で
す
。

※
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て

協
議
し
、
左
記
の
該
当
要
件
（
＊
）
に

よ
り
請
願
に
適
合
し
て
い
る
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
請
願
と
同
じ
取
り
扱
い
と

な
り
、
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
そ
れ
以
外
は
写
し
を
全
議
員
に
配

付
）
。

＊
該
当
要
件

・
敦
賀
市
又
は
本
議
会
の
権
限
に
属
す

る
も
の
。

・
公
益
的
性
格
を
有
す
る
も
の
。

・
そ
の
他
議
会
運
営
委
員
会
で
必
要
と

認
め
た
も
の
。

【
書
式
例
】

年　月　日

請願（陳情）書

敦賀市議会議長 殿

　　　　紹介議員（請願のみ）
　　　　住所　………………
　　　　氏名　………………

……………について

請願（陳情）趣旨
　………………………………
請願（陳情）事項
１　…………………………
２　…………………………

一
般
質
問
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通
学
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

　
　問　

登
下
校
中
の
生
徒
の
自
転
車
の
事
故

が
相
次
い
で
い
る
こ
と
等
の
課
題
が
あ

る
の
で
、
解
決
に
向
け
て
ソ
フ
ト
面
、
道
路
整

備
等
の
ハ
ー
ド
面
の
両
面
で
提
言
を
行
っ
た
。

中
学
生
の
自
転
車
通
学
に
お
け
る
課
題
の
解
決

は
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
が
、
小
学
生
も
利
用
で

き
る
学
生
向
け
の
路
線
や
、
中
郷
・
木
崎
線
の

増
便
、
中
郷
地
区
と
気
比
中
学
校
を
結
ぶ
冬
期

の
み
の
路
線
新
設
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
改
善
等
、
大
い
に
評
価
で
き
る
も
の
も
少

な
く
な
い
。
通
学
路
の
道
路
整
備
等
、
通
学
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

答　
通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
要
望
が
上
が
っ
て
き
た

必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
順
次
対
応
し
て
い

る
。
敦
賀
気
比
高
校
に
向
か
う
中
央
沓
見
線
の

道
路
改
良
工
事
や
粟
野
南
小
学
校
東
側
の
路
側

帯
の
整
備
。
市
道
松
原
呉
羽
線
は
、
引
き
続
き

中
央
町
の
健
康
セ
ン
タ
ー
は
ぴ
ふ
る
ま
で
の
歩

道
整
備
を
行
い
、
さ
ら
に
は
新
規
事
業
と
し
て

敦
賀
西
小
学
校
前
の
市
道
三
島
港
線
の
工
事
着

手
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
維
持

補
修
も
含
め
整
備
を
進
め
て
、
通
学
路
の
安
全

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
粟
野
公
民
館
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ

デ
ル
事
業
も
３
年
目
を
迎
え
、
ま
ず
は
、

市
と
し
て
の
評
価
を
伺
い
た
い
。
次
に
、
こ
れ

か
ら
の
公
民
館
活
動
で
緩
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
化
は
重
要
な
要
素
だ
と
思
う
が
、
見
解
を

伺
う
。答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い

て
は
、
粟
野
地
区
に
お
い
て
粟
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
平
成

28
年
度
に
は
新
規
事
業
な
ど
10
事
業
に
取
り
組

ま
れ
た
。
協
議
会
設
立
前
と
比
較
し
参
加
者
が

全
体
で
2
千
人
以
上
増
加
し
た
。
さ
ら
に
、
平

成
29
年
度
は
新
規
事
業
を
１
事
業
立
ち
上
げ
、

当
初
の
目
的
で
あ
る
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
達
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
継
続
的
に
事
業
を
行
っ

て
い
た
だ
く
た
め
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、

他
地
区
に
お
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も

各
地
区
に
積
極
的
に
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

１４

（同志会）

豊田耕一

一般質問

（市民クラブ）

北條　正

一般質問

　文教厚生常任委員会では、7 月 3 日～ 5 日に先進
地行政視察を行いました。
　まず初日は大分県宇佐市に伺い「市全体の文化芸
術振興について」視察予定でしたが、折りしも台風
7 号の影響で先方の受入れが困難と判断し、やむな
く中止しました。
　２日目は熊本県熊本市に伺い、午前中に復旧工事
の続く熊本城の現況を、続いて午後からは「いじめ
防止対策について」視察。毎年全小中学生にアンケー
トを行い結果を公表していることや、LINE を使っ
たいじめ相談導入の経緯、市長部局に教育コンシェ
ルジュという相談窓口の設置など、いじめ撲滅への
熱意を感じました。
　３日目は山口県周南市に伺い「子育て支援につい
て」視察しました。公共、民間で授乳やオムツ替え
の出来る場所を整備し、無料で使ってもらう「赤ちゃ
んの駅」設置事業。子育ての手助けを求む “ 依頼会
員 ” と手助けが出来る “ 提供会員 ” を募り、相互援
助を行う「ファミリーサポート事業」。専用アプリ
を利用して、登録者に市の行政サービスや関連施設、

窓口、イベント情報など子育てに必要、便利な情報
を一元的に提供、またタイムリーな情報を通知する

「はぴはぐ事業」など、手厚い子育て支援事業が行
われていました。
　いずれの視察も、本市の課題に関係が深く、質疑
応答も活発に行われました。それぞれの課題やテー
マについてさらに研究を重ね、今後の審議や政策提
案に活かしてまいります。

文教厚生常任委員会　（７月３日～５日）

視 察 報 告行 政

「赤ちゃんの駅」設置事業を視察

一
般
質
問
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審 議 結 果 一 覧

　平成 30 年第２回定例会では、平成 30 年度各会計補正予算案１件、条例案５件、一般・人事議案６件、報告議案

13 件、議会提出議案２件、陳情１件が審議されました。

　各議案等の審議結果については、次のとおりです。

１５

１　予　算

市長提出議案

２　条　例

３　一　般・人　事

４　報　告

総務民生 採択

請願・陳情議会提出議案

平成30年度敦賀市一般会計補正予算（第１号）

件　　　　名 付託委員会

予算決算 可決

結果

敦賀市空き家等の適切な管理に関する条例制
定の件

敦賀市市税賦課徴収条例の一部改正の件

件　　　　名 付託委員会

産経建設 可決

総務民生

結果

可決

敦賀市放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正の件

敦賀市介護保険条例の一部改正の件

文教厚生 可決

文教厚生 可決

町の区域及び名称の新設の件 総務民生 可決

敦賀市第２産業団地整備事業分譲地Ｂ造成工
事請負契約の件

敦賀駅前立体駐車場新築その１工事請負契約
の件

件　　　　名 付託委員会

産経建設 可決

産経建設

結果

可決

敦賀市教育長の任命につき同意を求める件

敦賀市職員懲戒審査委員会委員の選任につき
同意を求める件

－ 同意

承 認

結果

敦賀市議会政治倫理条例の一部改正の件

件　　　　名 付託委員会

－ 可決

結果 件　　　　名 付託委員会 結果

同意－

敦賀市固定資産評価審査委員会委員の選任に
つき同意を求める件

敦賀市固定資産評価員の選任につき同意を求
める件

－ 同意

同意－

専決処分事項の報告の件（平成29年度敦賀
市一般会計補正予算（第11号））

専決処分事項の報告の件（平成29年度敦賀
市国民健康保険（事業勘定の部及び施設勘
定の部）特別会計補正予算（第５号））

件　　　　名

専決処分事項の報告の件（平成29年度敦賀
市産業団地整備事業特別会計補正予算（第
５号））

専決処分事項の報告の件（平成29年度敦賀
市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２
号））

専決処分事項の報告の件（平成29年度市立
敦賀病院事業会計補正予算（第４号））

専決処分事項の報告の件（敦賀市市税賦課
徴収条例等の一部を改正する条例）

専決処分事項の報告の件（損害賠償の額の
決定及び和解）

承 認

報告のみ

報告のみ

承 認

承 認

承 認

承 認

専決処分事項の報告の件（損害賠償の額の
決定及び和解）

専決処分事項の報告の件（損害賠償の額の
決定及び和解）

繰越計算書の報告の件（平成29年度敦賀市
水道事業会計）

報告のみ

繰越明許費繰越計算書の報告の件（平成29
年度敦賀市一般会計）

繰越明許費繰越計算書の報告の件（平成29
年度敦賀市下水道事業特別会計） 報告のみ

報告のみ
繰越明許費繰越計算書の報告の件（平成29
年度敦賀市産業団地整備事業特別会計）

報告のみ

報告のみ

地方消費者行政に対する財政支援（交付金等）
の継続・拡充を求める意見書採択についての
陳情「地方消費者行政に対する財政支援の継続・

拡充を求める意見書」提出の件 － 可決
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  敦賀市議会ホームページにアクセス！ ９月定例会の日程（予定）

１６

広報広聴委員会
議員研修会
広報広聴委員会
議会運営委員会

各派代表者会議
広報広聴委員会
議会運営委員会行政視察（～ 18 日）
北陸新幹線敦賀管内行政視察、新幹線対策特別委員会
議員説明会、議会報告会
文教厚生常任委員会所管事務調査
市庁舎建設対策特別委員会、議員説明会
議会運営委員会

全員協議会、本会議（６月定例会開会）、議会運営委員会、各派代表者会議
予算決算常任委員会全体会・分科会
議会運営委員会、本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
総務民生・産経建設・文教厚生常任委員会、
産経建設常任委員会所管事務調査
原子力発電所・新幹線対策特別委員会
市庁舎建設対策特別委員会
予算決算常任委員会全体会（補正採決）
議会運営委員会、全員協議会、産経建設常任委員会、
本会議（６月定例会閉会）
議員説明会

総務民生・産経建設・文教厚生常任委員会行政視察（～５日）
広報広聴委員会

各派代表者会議、広報広聴委員会
議会運営委員会
全員協議会、本会議（９月定例会開会）
予算決算常任委員会全体会・分科会

５日
13 日
23 日
24 日

8 日
14 日
16 日
22 日
23 日
24 日
25 日
29 日

５日
６日

13 日
14 日
15 日
18 日

19 日
20 日
21 日
26 日

27 日

３日
24 日

２日
14 日
21 日
22 日

４月

５月

６月

７月

８月

（木）
（金）
（月）
（火）

（火）
（月）
（水）
（火）
（水）
（木）
（金）
（火）

（火）
（水）
（水）
（木）
（金）
（月）

（火）
（水）
（木）
（火）

（水）

（火）
（火）

（木）
（火）
（火）
（水）

議会日誌 平成 30 年３月 20 日以降の主な議会活動の紹介です。
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